
以下に氏名と狩猟者登録番号を記載し、全体をバラさずにそのままご提出ください。

■出猟カレンダーとは

（様式１：表紙）

令和５年度　秋田県出猟カレンダー
（第一種銃猟用・わな猟用）

氏名 狩猟者登録番号

・出猟カレンダーとは、

 「いつ・どこで・何人が出猟し/何基のわなを設置し・何頭の目撃や捕獲があったか」

 という情報を集めるために、

 銃猟の場合は出猟したグループの代表者に、

　わな猟の場合はわなを設置したグループの代表者に、記入・提出をお願いするものです

　（一人で出猟した／わなを設置した場合は、個々人で必ず記入・提出ください）。

・集めた情報から、野生鳥獣がどこにどれくらい生息しているのか、

 どのあたりで生息数が増えて/減っているのかなど、

 野生鳥獣の生息状況を分析することができます。

・出猟カレンダーは、

 鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律第75条「報告徴収」の一環として

 記入していただくものです。

 狩猟期間終了時の狩猟登録者証返納の際に、併せてご提出ください。

＊ ツキノワグマ（銃猟のみ）、イノシシ、ニホンジカを捕獲した場合は捕獲調書を作成し、

  速やかにお住まいの地域振興局森づくり推進課（県外在住者は秋田県自然保護課）へ

  ご提出ください。

＊ 出猟カレンダーおよび捕獲調書の様式は、狩猟者登録証とともに配布した資料一式の

  中に含まれているほか、秋田県自然保護課のウェブサイト（右QRコードもしくは

  https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/2534からご覧ください）にて

  ダウンロードできます。
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■出猟カレンダー（第一種銃猟用）の書き方

■記入例

カモシカ

うり坊有無

（○×記載）

11/1 657 3

11/1 681 1 1 2

カモシカ

うり坊有無

（○×記載）

11/3 771 5 ○ 1 1 2

11/4 771 3 1 2

（様式１：銃猟用書き方・記入例）

令和５年度　秋田県出猟カレンダー（第一種銃猟用）

・大型獣（ツキノワグマ・イノシシ・ニホンジカ）の銃猟を目的として出猟したすべての日に

 ついて、目撃や捕獲の有無に関わらず記録してください。

・１日のうちに複数メッシュに出猟した場合は、どのメッシュで目撃や捕獲があったかを

 明確にするため、メッシュごとに行を分けて記録してください（一行につき１メッシュ）。

・「目撃数」には捕獲したものも含みます。

・「捕獲グループの人数」には代表者を含みます。

 1日のうちに複数メッシュに出猟した場合、人数は一行目（1メッシュ目）のみにご記載ください。

（例１）11月1日に、大型獣の捕獲を目的として、メッシュ番号657・681に３人で出猟した。

    657では目撃・捕獲とも無かったが、681ではカモシカを２頭目撃したほか、

    ツキノワグマ1頭を目撃・捕獲した。捕獲したクマはオスだった。
ツキノワグマ ニホンジカ イノシシ

捕獲数 目撃数 捕獲数 目撃数 捕獲数

（例２）11月3・4日に、大型獣の捕獲を目的として、メッシュ番号771に出猟した。

    グループの人数はどちらの日も２人。

    3日はうり坊を含む5頭のイノシシの群れを発見。うちオスメス1頭ずつ捕獲。

    4日は2頭の子を連れた親子グマとニホンジカ1頭を発見。いずれも捕獲には至らなかった。
ツキノワグマ ニホンジカ イノシシ

捕獲数 目撃数 捕獲数 目撃数 捕獲数

日付
メッシュ番号

（3km）

捕獲

グループ

の人数
目撃数 目撃数

オス メス オス メス 不明 オス メス 単独 群れ オス メス

日付
メッシュ番号

（3km）

捕獲

グループ

の人数
目撃数 目撃数

オス メス オス メス 不明 オス メス 単独 群れ オス メス

捕獲した数を含め、目撃したすべての数を記載し

ます。イノシシの群れの場合、うり坊がいれば○、

いなければ×を記載します。

どちらも人数は同じですが、各日の人数を明確にするため、それぞれ記載します。

同じメッシュであっても、日にち

が異なる場合はそれぞれ別の行に

記載します。

1日のうちに複数メッシュに出猟した

場合、人数は一行目のみ記載します。捕獲や目撃が無くても、出猟したメッシュはすべて記載します。

捕獲した数も含めて、目撃したすべての数を記載します。
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カモシカ

うり坊有無

(○×記載)

（様式１：銃猟用記入用紙）

　令和５年度　秋田県出猟カレンダー（第一種銃猟用）

大型獣（ツキノワグマ・イノシシ・ニホンジカ）の銃猟を目的として出猟した方（グループの代表者

もしくは個人）は、捕獲や目撃の有無に関わらず、以下に出猟状況を記載ください。

ツキノワグマ ニホンジカ イノシシ

捕獲数 目撃数 捕獲数 目撃数 捕獲数

捕獲があった場合は、その都度捕獲調書を作成し提出してください。

記入欄が不足する場合は、恐れ入りますがこのページをコピーして使用してください。

日付

メッシュ

番号

（3km）

捕獲グ

ループ

の人数
目撃数 目撃数

オス メス オス メス 不明 オス メス 単独 群れ オス メス
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■出猟カレンダー（わな猟用）の書き方

■記入例

設置日 撤収日 オス メス オス メス

11/1 11/30 5 1 1

11/1 11/30 1 1 2

設置日 撤収日 オス メス オス メス

11/3 12/5 3 1

11/3 11/14 3 2

11/15 12/5 5 2 1

（様式１：わな猟用書き方・記入例）

　　　　令和５年度　秋田県出猟カレンダー（わな猟用）

・イノシシ・ニホンジカのわな猟を目的として設置したすべてのわなについて、

 わなの種類や捕獲の有無に関わらず、その設置期間と数を記載してください。

 捕獲の情報だけでなく、設置された延べわな数を把握するためです。

・わなの種類欄は、該当するものに○をつけてください。

・１つのメッシュの中で２種類以上のわなを使用した場合は、

 わなの種類ごとに行を変えて記入してください。

・２つ以上のメッシュにわなを設置した場合は、メッシュごとに行を変えて記入してください

 （一行につき、１メッシュとなるよう記載）。

・１つのメッシュの中で、途中でわなの設置数を変えた場合は、行を変えて記入してください。

 （例１）11月1日から30日の間にメッシュ657にくくりわなを５基、囲いわなを１基設置した。

     くくりわなでイノシシとニホンジカを1頭ずつ捕獲（いずれもオス）。

     囲いわなでニホンジカを3頭捕獲（オス１・メス２）。

捕獲数
イノシシ ニホンジカ

657 くくり  ・  箱  ・  囲い

657 くくり  ・  箱  ・  囲い

（例２）11月3日に、メッシュ番号1326と1327にくくりわなを３基ずつ設置したが、

    1326には11月15日にくくりわなを2基追加した。

    両メッシュとも、12月5日にすべてのわなを撤収した。

    1326では11月14日までにイノシシ2頭（メス2）、15日以降は3頭（オス2メス1）捕獲。

    1327ではイノシシを1頭（オス1）捕獲した。

捕獲数
イノシシ ニホンジカ

1327 くくり  ・  箱  ・  囲い

1326 くくり  ・  箱  ・  囲い

1326 くくり  ・  箱  ・  囲い

わな設置期間 メッシュ番号

（3km）
わなの種類

わなの

数

わな設置期間 メッシュ番号

（3km）
わなの種類

わなの

数

同じメッシュですが、わなの種類が異なるので行を分けて記載します（一行につきわなは一種類）。

同じメッシュですが、途中でわなの数が変わるため、

わなの数が変わった日から別の行に分けて記載します。
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設置日 撤収日 オス メス オス メス

（様式１：わな猟用記入用紙）

　　　　令和５年度　秋田県出猟カレンダー（わな猟用）

イノシシ・ニホンジカのわな猟を目的としてわなを設置した方（グループの代表者もしくは個人）は、

わなの種類や捕獲の有無に関わらず、以下にわなの設置・捕獲状況を記載ください。

捕獲数

イノシシ ニホンジカ

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

くくり  ・  箱  ・  囲い

捕獲があった場合は、その都度捕獲調書を作成し提出してください。

記入欄が不足する場合は、恐れ入りますがこのページをコピーして使用してください。

わな設置期間 メッシュ番号

（3km）
わなの種類

わなの

数
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